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1緒 論

BCGの 接 種 は世 界 各 國 、特 に北 欧 諸 國 ① 、 フ

ラ ン ス 、 ソヴ エ ー ト蓮 邦 で 既 に實 験 期 を脱 して 實

用 期 帥 ちMs93Vaccinationの 時 期 に入 つ て い る

の で あ る癖 我 國で も最 近 これ が 法劒 化 され て 、 多

数 の 國民 がBCGを 接 種 され る こ とに な つ た が 、

この 様 に 接 鍾 が普 及 した場 合 にBCGが 被 る 不評

は 、接 種 局 所 に生 す る膿 性 、潰 瘍,疲 痕 で あ る こ

とぽ 内外 其 ¢漸 を一 に して い る｡

そ こで 、接 種 技 衛 の 向上 、接 種 方 法 の改 良 に よ

つ て 、 これ らの忌 むべ き副 作 用 な しに充 分 な免 疫

効 果 を得 られ な い もの か ど うかガ 切 實 な問 題 と な

つ て くる｡

｡接 種 の方 法 に就 て は 、1921年 初 め てBCGが 人

膿 に 用 ひ られ た時 に は経 口接 種 で あつ たが 、効 果

が 不 確 實 で あ る爲1924年 に は 皮下 接 種法 が 廣 く行

は れ る様 に なつ た｡1926年 に は既 に ス ゥ エ ー ヂ ン

のWallgren.ノ ル ウ エー のHeimbeckは 相 次 い

で 皮 内接 種 法 を用 い て い る｡降 っ て1939年 忙 ア メ

リカのR《rsenthal(2)はMultipleNeedlePunctuTe

の 方 法 を螢 表 し、1940年 に は戸 田及 び 島 本(3)、、同

年 フ ラン ス のNegre及 びBretey(4)は 共elcSL切

接 種 法 を海 猿 に施 して 、 それ が 優 秀 な冤 疫 法で あ

る と同 時 に接 種 局 所 の副 作 用 が 著 し く輕 微 で あ る

こ と を認 め て い る｡

著 者 はBCGを 凱 切 法 に よつ て 人臓 に接 種 し、

免 疫 磯 現 の状 態 を 「ツ」 ア レル ギ ー に よつ て追 究

し 、同 時 に接 趣 局 所 の副 作 用 を観 察 して 皮 内法 と

比 較 した｡
{

II封 象集團及び貿験方法

(1)封 象 崎 玉、薪潟雨縣下の小、中學校20校

の 見 童 で あ る｡

(2)ツx・iVレ ク リン測 奮 ・結 核 豫防 會婁 虐野^紗

ク リン2000倍 液 を用 い 、 そ のo.1ccを 皮 内 に

注射 し、48時間後に反慮を計測 した｡各 實験群

毎 に 絡 始 同 一 製 造 日の ツペ ル ク リ ン 液 を用 い

た｡

(3)BCGワ ク チ ン:各 實 験 群 内で は吼 切 用 、

皮 内用 共 、同 一 濃厚 原 液 よ り稀 繹 した｡ワ クチ

ン濃 度(1cc内 菌量mg)はSLen用 で は1mg

か ら120mg迄 漸 檜 させ た｡皮 内 用 は 第1實 験

がO.6mgで あ る外 は全 部O.4mgで あ る｡原 液

の稀 繹 に 用"た 液(メ ヂ ウ ム)は α5%ゲ ラチ

ン加 生 理 的 食 盤 水 で あ る｡胤 切 用 で は そ の 外 に

10%ゲ ラ チ ン水 、50%グ リ七 リン水 を も用 い

た｡メ ヂ ゥ ムに 就 い て は第 二 報 で 詳 細 に 報 告 す

る豫 定 で あ る｡＼

(4)接 種 方 法:上 騰 外 側 を ア ル コー ルで 清拭 し

て充 分 乾燥 させ た 後 接 種 した｡

(i)皮 内接 種:吟 味 した1.Occの ッ・…ル ク リン
ノ

注射器で ワクチン0.ICcを1ケ 所に接種した｡

(ii)乳切接種 二種痘針で接種部位に ワクチンを

塗 り、術者の左の掌で上搏を内側より握i,)'つ蕊

皮膚 を緊張 させ、種痘針で ワクチン塗抹部位に

十番の観切 を所要数だけ加え、更に今一度 種痘

針の側面でその部のワクチンを創面になす り、

乾燥後上衣の袖 を下ろさせ、當夜は入浴を禁じ、

た｡胤 切の深さは臨切後1～2分 で乱切全部に

平等に血の滲む程度 を最適とした◇風切線晶本

の長さは第1、 第2實 験では10mm,其 他は全

部15mmで ある｡接 腫穎藪は十番乱切1、21,

至4籟 である｡t

(5)接 種局所反鷹:接 種局所の潰瘍、膿瘍、瘍

皮(騰 庖を含む)・、硬結、無反慮(疲痕を含む)に

箏
一一18-一 一



就て、臨切群とその封照の皮内群 を、同日或ひ

は一 日のつれを以て観察 した◇凱切法の硬結 と

は 「みみす」腫れ程度のものである｡観 察は接

種後2週 乃至4週 である｡

III實 験 成 績

(A)ツ ペ ル ク リン｡ア レル ギー の 推移

本 項 に於 て は接 種 後5ケ 月迄 の成 績 に止 め 、6

ケ 月以 降 の成 績 は績 報 の 「ツ〈きル ク リン ・ア レ
タ

ル払ギ ー の持 績 」 の項 で 述 べ る豫 定で あ る｡

(a)初 接 種 群Sil
ち ア

(1)接 種 後2週 乃 至4週:第1表 の 如 し｡海Pち

第一表 初接種群 ツ反慮(接 種 後2週 ～4週)
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ワク チ ン濃度 が 壇 す程 高 くな る｡(ii)10mgワ

クチ ン10mm鑑 切4穎 、15mgワ ク チ ン15mm

露L切1頴(接 種 後2週)、80mgワ ク チ ン15遊 加 織

切1穎 以 上 が 現 行 皮 内接 種 法 よ り 陽 鱗 が 高

いo(iii)15mgワ クチ ン15mm霞 し切1顯(接

穿 種 後3週)は 皮 内法 よ り陽 韓 率 が 低 い
｡

(2)接 種 後2ケ 月 乃 至5ク 月:第 二 表 の如 し｡

第二表 初接種 群ツ反慮(接 種後2ケ 月tV5ケ 月)
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(i)同 一一■II實験 群 内 で は 、乱 切法 に よる陽 韓 率 は

即ち(i)同 一實験群内では、翫切法に よる陽韓

率はワクチン濃度が檜す程高 くなる｡.(ii)8G

mgワ クチン15mm雷L切2穎 と5mgワ クチン

10田m翫 切4穎 が皮内法の陽韓率 より高いが、後

者は爽赤の大 きさの度数分布と硬結鰯知率で比

較すると剴照の 皮内法より遙に弱い｡(表 略)

(iii)2週 乃至4週 の成績に比較すると、接種後

一 一.19_



㌧
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第四表の如 し帥ち(i)臨 切ieitt,初接種群、再接
ま

種群 を通 じて、同一實験内ではワクチン濃度が

壌す程痴皮形成率が増す｡(ii)初 接群、再接種

群 を通 じて臨切法は皮内法より輕微で、皮内法

では屡 々膿、潰瘍の形成 を認めるが、乱切法で

は ワクチン濃度 をi.120mg迄 上げても膿、潰瘍

を1例 も認めない｡(iii)雨 法共に再接種群で は

初接種群 より強い｡'
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(2)皮 内法 は0・4㎎ ワ クチ ンO・1cc1ケ 所 な り｡

IV総 括並に考案
曳

既往BCG接 種の影響のない初接腫群に就て、

BCG接 腫後の 「ツ」ア レルギー…一・一の推移を接種後

5ク 月迄観察するζ、乱切法では初期(接 種後2

週乃至4週)に はワクチン濃度の比較的低いとこ

ろで も、封照の皮内法より高い陽縛率を示 してい

るが、其の螢(2ケ 月乃至5ケ 月)弐 々と皮内法

に凌駕され、その時期に明に皮内法より高いのぱ

80・ngワ クチンの15m皿 十字乱切2頴 だけであ

る｡換 言すれば、飢切法では、陽韓は皮内法より

速に起 るが次第に陽性率の上昇度が皮内法のそれ

より緩漫となつて途に交叉 し、皮内法に追ぴ抜か

れるに至る｡只 吼切法の作用菌量がある限度(80

mgワ クチンで2穎)を 越すと、もはや5ケ 月以

内では追ひ抜かれることがないと言 える｡再 接腫

群ではワクチン濃度の低いところでいつれ も高い

陽韓率を示 していて、雨法間、各實験群間に著明

な差がないたあ、上記の關係は明瞭でない｡

接種局所反慮に就ては、全實験を通 じて、臨切

法は封照の皮内法 より著 しく輕微であつて、皮内

法では再接種群で常に膿瘍、潰瘍を形成 したのに

反 し、飢切法では ワクチン濃度120mg迄 上げて

も、且叉 「ツ」反慮陽性者群に施 して も、全實験

を通 じて一例の濃瘍、潰瘍をも認めない｡接 種

一一21__..



局所反磨における、雨法闇のこの著 しい差異は何

に よつて生するか を考案するに、観切法では(1)

傷が極めて淺bこ と(2)傷 日の面積が菌の作用面

積 と同一であることの二つの特徴によつて、接種

に よつて生 じた炎症産物 と抗元の一部の艦外への

排 出が、皮内法に比 して極めて容易に起 り得 る爲

と考えるが、これに蘭する研究の一部は近 く 「日

本臨床結核」に螢表の豫定である◎

この抗元の接種局所停滞の時聞の長短が、爾法

聞の 「ツ」ア レルギー推移の差異を生するものと

考 えるのであつて、このことは同時に、皮下法と

皮内法聞の 「ツ」ア み レギーの推移、接種局所反

磨上あ差異をも設明 し得るものと考える｡

V結 論

く1)ワ クチン濃度及び乱切線の総延長を或る限

度以上に増す ことによつて、飢切法に よる「ツ」

反慮の陽韓率を現行皮内法のそれ以上に高め、
'而 もそ

の歌態を接種後少 くとも大約5ク 月迄持

績さぜる,ことが娼きる｡上 記限度は80mgワ ク

・チンで60mm程 度である｡

ぐ2)露L切 法の接種局所反鷹は、ワクチン濃度 を

120mg迄 上げても現行皮内法 より著 しく輕度

ボ であつて、膿瘍、・潰瘍の形成を見ない｡

終に臨み、終始熱誠なる御激勘を賜つた結核豫防會結

核研究所長隈部英雄先生、並に終始御懇篤なる御指導と
ぬ

御 校閲 を賜つ ナこ豫防衛 生研究所結核部長柳澤謙 先生ぐ結

幽蕗豫 防會結核研究所BCG研 究室主任 大林 容=先 生に

深 甚な る謝意 を表'ナるo

叉絶え ざる御援助 と御 協力 を惜 しまれ なかつナこ當BC

G研 究室同僚諸兄並に埼玉縣立浦和、大宮雨保健所 の諸

賢 に感 謝の意 を捧 ぐる次第 であ るo
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